
表 1420　被嚢性腹膜硬化症（EPS）の既往　医療機関別 （腹膜透析の経験があるか現在施行している患者）

医療機関 なし
あり(剥離手術既往あり、
ステロイド使用歴あり）

あり(剥離手術既往あり、
ステロイド使用歴なし）

あり(剥離手術既往なし、
ステロイド使用歴あり）

あり(剥離手術既往なし、
ステロイド使用歴なし）

合計 不明 記載なし 総計

国公立大学 580 4 584 172 756

（％） (99.3) (0.7) (100.0)

私立大学 661 7 3 1 672 4 576 1,252

（％） (98.4) (1.0) (0.4) (0.1) (100.0)

国立 149 1 150 2 99 251

（％） (99.3) (0.7) (100.0)

県市町村立 1,564 41 5 15 3 1,628 28 691 2,347

（％） (96.1) (2.5) (0.3) (0.9) (0.2) (100.0)

社会保険 372 11 1 3 387 7 304 698

（％） (96.1) (2.8) (0.3) (0.8) (100.0)

厚生連 652 25 3 7 687 23 266 976

（％） (94.9) (3.6) (0.4) (1.0) (100.0)

その他公的 1,190 29 1 1,220 30 508 1,758

（％） (97.5) (2.4) (0.1) (100.0)

私立総合 480 13 1 1 2 497 4 59 560

（％） (96.6) (2.6) (0.2) (0.2) (0.4) (100.0)

私立 2,412 113 12 8 2,545 55 838 3,438

（％） (94.8) (4.4) (0.5) (0.3) (100.0)

私立診療所 4,129 282 9 33 42 4,495 151 448 5,094

（％） (91.9) (6.3) (0.2) (0.7) (0.9) (100.0)
総計 12,189 525 16 68 67 12,865 304 3,961 17,130
（％） (94.7) (4.1) (0.1) (0.5) (0.5) (100.0)

数値下のかっこ内は行方向の合計に対する％です。
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